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一般社団法人 栃木県建設業協会

神社などの屋根に見られる、天に向かって交差する千木（ちぎ）。かつて神明宮の社殿の千木が、遠くから十本に見えたことが
「十千木（とおちぎ）」すなわち「栃木」の語源になったとの説があります。
栃木（Tochigi）の「T」、建設（Construction）の「C」の間に、私たちは、郷土そして古来の建築にまつわる「千木」を見出したいと思
いました。そして同時に、この千木の交差する形状をアルファベットの「X＝Trans」に見立て、「変える」や「超える」といった意
味も込めたいと思いました。
郷土や伝統を大切にしながら、今に満足せず進化していこうとする姿勢をカタチにしたのです。

郷土や伝統を大切にしながら、今を超えていく
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　新年明けましておめでとうございます。年頭に当たり、謹んで新年のご祝詞を申し上げます。
　皆様方には、常日頃から当協会の活動にご理解をいただき、並々ならぬご協力を頂戴しておりますこと
につきまして、紙上をお借りして厚く御礼申し上げます。
　さて新型コロナウイルス感染症対策は、発生から間もなく３か年となる現在においても終息せず、社会
経済活動の発展を阻害するばかりでなく生活様式さえも変化させております。私たち業界も感染防止対策
に協力し一日も早く、平穏な生活が取り戻せるよう願ってやみません。
　こうした中、昨年本県では「いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会」が全国から選手をお迎え
して無事開催されました。我々建設業界は総合スポーツゾーンをはじめ県内各所の関連施設整備事業に着
実に取り組み、大会開催に貢献できたことを誇りに思っております。
　当協会は大正 12（1923）年１月に 137 名の有志により栃木縣土木建築請負業組合として発足して以来、
創立 100 周年を迎えました。先日、多くの皆様をお迎えして記念式典を挙行することができ、これも皆様
のご尽力とご支援の賜と改めてお礼申し上げます。創設当初は会員企業の融和と地位向上のため発足した
と聞き及んでいますが、今日では組織力をいかんなく発揮し、地域になくてはならない存在となっており
ます。
　100 年史をまとめるにあたって、建設機械も無い頃、まさに人の力と技で優れた構造物を作り上げてき
た写真を見るたびに畏敬の念を禁じ得ません。こうした先人の偉業に恥じることなく新たな進化を遂げる
ためこれから乗り越えなければならない建設業の働き方改革、ICT 土工・DX など技術革新への対応につ
いても、積極的に進めて参りたいと考えております。
　先日、青年経営者連合会が初めて開催した、子供たちに建設業の魅力を伝えるイベント「建 FES 
GO ！」は、天気に恵まれ大勢の親子連れに集まっていただき、成功裏に開催することができました。また、
今後実施を予定している「とちぎ建設業合同企業説明会」も、初めての試みとなり、こういった新しい取
組についても着実に積み上げて会の発展につなげていきたいと考えております。
　さらに、私たち建設業がその社会的使命を果たしていくためには健全で安定した経営が不可欠でありま
すことから、国や県に対しては引き続き、公共事業予算の持続的な確保と国土強靭化に向けた予算がしっ
かりと確保されるよう強く要望して参ります。
　そして建設業が、「地域の創り手・守り手」として地域から信頼され地域に存続していくよう、この
100 周年を新たな出発の年として、災害対応はもちろん社会資本の整備や維持管理にもしっかりと取り組
んでいく決意ですので、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　結びに、今年の干支は卯年で、一段上へと跳躍する年と言われておりますので、会員の皆様が実り多い
発展を遂げられますようご祈念し、新年のご挨拶といたします。

年　頭　所　感

一般社団法人 栃木県建設業協会
　　　会長　谷　黒　克　守
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　皆様、あけましておめでとうございます。年頭に当たりまして、謹んで御挨拶を申し上げます。
　はじめに、本年は、明治６（1873）年に栃木県と宇都宮県が合併し、おおむね現在と同じ県域の栃木県
が誕生してから 150 年の節目の年となります。皆様と共にこの記念すべき年を迎えられますことを、大変
うれしく思うところであります。
　また、６月には、我が国で初めてとなるＧ７男女共同参画・女性活躍担当大臣会合が本県で開催されま
す。この機をとらえ、栃木県の魅力・実力を広く国内外に発信し、地域経済の活性化やブランド力の向上
に努めて参ります。
　さて、昨年開催された「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」につきましては、本県選手団の活躍に感
動と勇気をもらうとともに、県民総参加により大きな成果を収めて成功裏に閉幕することができました。
今後は、スポーツを通じた地域活性化など、両大会を通して培われた有形・無形のレガシーを確実に継承
して参ります。
　一方、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、保健・医療提供体制の整備やワクチン接種促進
に向けた取組を着実に進めますとともに、引き続き、国や市町、関係機関等と緊密に連携し、県民の命と
健康、暮らしを守るため、必要な対策に万全を期して参ります。
　また、長期化するコロナ禍に加え、物価高騰などにより地域経済が大きな打撃を受けている状況を踏ま
え、社会経済活動の回復に向け、各種対策に取り組むとともに、強靱で稼ぐ力のある産業基盤の確立を図っ
て参ります。
　さらに、栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」に掲げた本県の将来像「人が育ち、地域が活きる　
未来に誇れる元気な “ とちぎ ”」を実現するため、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略にも呼応しな
がら、本県版まち・ひと・しごと創生総合戦略「とちぎ創生１５戦略（第２期）」と連携し、プランに基
づく各種プロジェクトをより積極的に展開して参ります。
　特に、人口減少・少子化対策としまして、若者や女性が働きやすい環境づくりを進めるとともに、結婚
の希望をかなえ、安心して妊娠・出産、子育てができる魅力ある地域づくりに取り組んで参ります。また、
経済発展と地域課題の解決を両立することができる社会（Society5.0）の実現を目指し、デジタル技術の
活用やデジタル人材の育成に積極的に取り組むとともに、2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、
オール栃木体制による脱炭素化の取組を着実に進めて参ります。
　社会が大きく変化する中におきましても、時代の潮流を的確にとらえ、デジタル技術も有効に活用しな
がら課題解決や魅力向上を図り、未来に誇れる「新しいとちぎ」づくりに全身全霊で取り組んで参ります
ので、皆様のより一層の御理解と御支援をお願いいたします。
　本年が皆様にとって素晴らしい年となりますことをお祈り申し上げまして、新年のごあいさつといたし
ます。

新年あいさつ

栃木県知事　福　田　富　一
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活力にあふれ
　　選ばれるとちぎを目指して

栃木県議会議長　山　形　修　治

　新年おめでとうございます。令和５年の年頭にあたり、県議会を代表し、謹んで御挨拶を申し上げます。
　一般社団法人栃木県建設業協会におかれましては、創立100周年を迎えられ、長年にわたる建設事業に
関する幅広い活動を通じた、本県建設業界の発展への多大なる御尽力に対し、心から敬意と感謝の意を表
する次第であります。また、日頃から積極的に社会貢献活動に取り組まれ、県及び市町との共同防災訓練
の実施や豚熱（CSF）にかかる防疫措置等に際し、多大な御協力・御尽力を賜り、重ねて深く感謝申し上
げます。
　私は、昨年３月、栃木県議会の第109代議長に就任いたしました。初代議長から現在に至る県議会143年
の歴史と伝統に思いを馳せ、議長という職責をしっかりと果たすべく、公平・公正、中立を信条に、活気
あふれる議会運営に全力で取り組んで参りました。
　お陰をもちまして、議長としての重責を果たしながら新春を迎えることができました。これもひとえに
皆様方の温かい御支援・御協力の賜物と心から感謝を申し上げる次第であります。
　昨年を振り返りますと、「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」が盛大に開催され、スポーツのすばら
しさや感動を味わうとともに、県民を挙げてのおもてなし、感染症対策、環境に配慮した取組、県民の皆
様の思いを結集して本県の魅力・実力を全国に発信するなど、実り多い大会となりました。
　さて、新型コロナウイルス感染症への対応は依然予断を許さない状況が続いており、感染症の収束に向
けた対策の徹底はもとより、状況に応じた見直しと検証が必要と考えております。加えて、社会経済活動
の回復に向け、各種施策の一層の推進が必要であります。また、気候変動の影響による気象災害が頻発し
ており、防災減災対策や農作物の新品種・新技術の開発などにも取り組まなければなりません。
　こうした中、本県では、明るい栃木の未来に向けて、「とちぎ未来創造プラン」に基づき、人材育成や
地域活性化等を目指す施策を推進しているところであります。今年は、計画期間の後半を迎え、これまで
の取組を確かな成果へとつなげていく重要な年であり、県議会といたしましても、県政の方針を決定する
議決機関としての役割をしっかりと果たすことで、県民の皆様が未来に誇れる元気な栃木の実現を目指し
全力を尽くして参ります。
　また、今年は、栃木県誕生150年や、Ｇ７男女共同参画・女性活躍担当大臣会合の開催等が予定されてお
り、これらを契機とした県民の皆様の郷土愛の高まりや女性活躍の一層の推進、さらなる本県の魅力・実力
の発信により、活力にあふれ、選ばれる地域社会の実現へとつながっていくものと確信しております。
　どうか皆様方におかれましては、今後とも建設事業を通し、「ふるさととちぎ」の振興・発展のため、
なお一層の御支援を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、一般社団法人栃木県建設業協会のますますの御発展と、会員の皆様方の御健勝・御多幸を祈念
申し上げ、新年の挨拶といたします。
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年　頭　所　感

一般社団法人 全国建設業協会
　　　会長　奥　村　太加典

　令和５年の新春を迎え、謹んで年頭の挨拶を申し上げます。
　平素は、全建の事業活動に対し格別のご支援・ご協力を賜り、深く感謝いたします。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないなか、感染拡大防止を図りながら行動制限を緩
和するなど、社会経済活動の正常化に向けた取組が進んだことにより景気の持ち直しが期待されましたが、
ロシアのウクライナ侵攻や急激な円安等が物価高をもたらし、建設業においても資機材の価格高騰や品薄
などの影響を大きく受ける 1 年となりました。
　また、気候変動の影響により近年頻発化、激甚化している豪雨や台風等の災害が、昨年も全国各地で発
生し、橋や道路の崩壊などの甚大な被害をもたらしました。南海トラフ地震や首都直下地震等の巨大地震
が近い将来発生することも想定されており、事前防災の重要性がより一層増しています。
　このような状況の中、地域建設業は、災害時の対応など人々の安全・安心を守る「地域の守り手」とし
ての役割と、人々が豊かで持続可能な生活を営むために必要な社会生活基盤づくりの中心的役割を果たし
ていかなくてはなりません。そして、これらの社会的使命を担う建設企業は、健全でサステナブルな経営
を続ける必要があり、そのためには、安定的・持続的な事業量を確保できるよう、「防災・減災、国土強
靱化のための５か年加速化対策」の確実な執行を含めた社会資本整備の着実な推進を、引き続き政府や関
係機関へ広く訴えていかなくてはならないと考えております。
　昨年一部の報道で、公共事業予算の翌年度への繰越について、建設業界の引き受け能力を超えた予算を
確保していることが要因であるとの誤った指摘がありましたが、これは本来当初予算で計上すべき国土強
靱化予算が補正予算で計上されたこと等によるものであり、建設業界の施工余力に全く問題がないとの姿
勢を引き続き示していくことも必要です。
　さらには、将来の担い手確保のため、建設業で働く人々や建設業を目指す若者が、夢と誇りをもって活
躍できる希望に満ちた産業となるよう、新３Ｋ（「給与」、「休暇」、「希望」）に「かっこいい」を加えた新
４Ｋの実現に向け、働き方改革の推進や生産性の向上等を早急に進めることも重要です。
　全建としましては、2024 年４月の時間外労働の罰則付き上限規制の適用を見据えて週休２日と時間外
労働の上限を年 360 時間以内とすることを目標としている「２＋３６０（ツープラスサンロクマル）運動」
などを通じた労働条件の改善、女性の更なる活躍に向けた職場環境の整備、ＩＣＴの活用やＤＸの普及促
進による生産性向上、地域建設業が活躍する姿を広く社会に周知するための広報活動の強化等に積極的に
取り組んでまいります。
　本年も、全建は 47 都道府県建設業協会並びに会員企業の皆様方と一体となり、地域建設業発展のため
全力で取り組む所存でございますので、ご理解とご支援のほど何卒よろしくお願い申し上げます。
　結びに、皆様方の益々のご多幸とご健勝を祈念いたしまして、私の年頭の挨拶とさせていただきます。
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　栃木県建設業協会（谷黒克守会長）は令和４年 11
月 11日ホテル東日本宇都宮において、創立 100周
年記念式典・祝賀会を開催しました。
　式典には来賓として福田富一栃木県知事、茂木敏
充自民党幹事長、当協会の顧問でもある佐藤勉衆議
院議員、山形修治栃木県議会議長、石津健光茨城県
建設業協会会長、渡邉勇雄栃木県建設団体連合会長、
栃木県市長会長の佐藤栄一宇都宮市長、佐藤信秋、
足立敏之の両参議院議員、栃木県の幹部職員、栃木
県議会議員、関連団体の代表など多数が招かれまし
た。多くの会員企業も出席し総勢約 450人の式典と
なりました。

　1923 年 1月に「栃木縣土木建築請負業組合」と
して発足した「栃木県建設業協会」は、現在では会
員会社総数 348社を数える県内最大規模の組織へと
発展し、「地域の守り手」としての社会的な使命を果

たすべく、次なる一世紀に向かって新たな進化を遂
げ、希望の持てる産業への構造改革を推し進めてい
ます。

1．記念講演会
　政治ジャーナリストの
田﨑史郎氏が「日本の政
治の舞台裏～岸田政権の
行方」と題して、式典に
先立って記念講演が行わ
れました。建設業界にお
ける影響なども交えて講
演いただき、「今後岸田政権の支持率低下には拍車が
かかるだろう。」との予測を披露していただきました。

2．記念式典
　開式にあたり谷黒会長
は「地域建設業は地域の
守り手としてますます重
要となっている。経営力
の強化、技術のさらなる
向上に努め、担い手確保
のための働き方改革など、
新しい課題に積極的に取
り組み、100 周年を新た
な進化を遂げる出発の年
とし、会員企業の発展を目
指し、総力を結集し、未
来の子供たちが安心して
暮らせる県土づくりに貢
献する。」と式辞を述べま
した。

谷黒克守会長

田﨑史郎氏

増渕薫創立100周年記念事業
実行委員長

佐藤勉衆議院議員

佐藤信秋参議院議員

渡邉勇雄栃木県建設団体
連合会長

足立敏之参議院議員
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　来賓からは福田富一栃
木県知事が「県建設業協
会は地域の守り手として、
大きな役割を果たしてき
た。2011年の東日本大震
災の復旧復興や 2019 年
の東日本台風における迅
速な対応、鳥インフルエ

ンザや豚熱といった防疫活動などにも活躍し、深く
敬意を表する。今後も安全安心を実感できるとちぎ
づくりに特段の協力をお願いしたい。」と挨拶があり
ました。

　また茂木敏充自民党幹
事長は「関東大震災の年
に発足してから 100 年に
わたり、地域の守り手と
して生活や経済、産業に
欠かせないインフラの整
備、社会基盤の強化に努
めてきた歴代の会長およ

び会員に対して敬意を表する。」と感謝のお言葉があ
りました。
　その後 100周年を機に建設業進化論の誓いの証と
なる新しいロゴマークが披露となりました。新ロゴ
マークは栃木の「T」建設の「C」、その間に古来の
建築にまつわる千木をモチーフに交差する形状をデ
ザインし、併せてDXを推進する新産業への進化を
込めた「X」を入れたものです。

3．祝賀会
　祝賀会では佐藤栄一宇
都宮市長が「17 日から
LRT の試運転を開始する。
夜間から早朝にかけて初
日は時速５㎞、翌日から時
速 15㎞で走行。全国が注
目する公共交通のあり方
を問う試金石。県内への
移住定住につなげたい。」
と挨拶がありました。
　その後正副会長と来賓
の方々での鏡開きが行わ
れ、木村好文自民党栃木
県連幹事長の乾杯で祝宴
へと入りました。
　祝宴中は「スタジオ

ミュージシャン」また「ものまねシンガー」として
テレビ等でも活躍中の「荒牧陽子」さんのステージ
のアトラクションもあり、大変盛り上がりました。

木村好文自民党栃木県連幹事長

佐藤栄一宇都宮市長

福田富一栃木県知事

茂木敏充自民党幹事長
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　栃木県建設業協会100周年記念事業として「Instagram」にて行ったフォトコンテストの結果が発表さ
れました‼
　テーマは栃木県を題材にした写真とし、県内各地の道路や河川、一般的な建物から歴史的建造物、四
季の風景をバックにした県内の観光名所など。そして、お肉やお魚料理からスイーツのグルメ写真など

素敵な投稿が多く寄せられました。
　応募期間は、5月から10月までとし全3回、季節（春、夏、秋）で分けて募集しました。
　厳正なる審査の結果、各回50点の入賞作品が選ばれ、その中の2作品が「とちけん大賞」として選ばれました。入賞者には
豪華賞品もプレゼントされました。
　第1回から1,500件を超えるたくさんの応募があり、第2回、第3回は2,000件を超えました。
　各回の応募数は以下のとおりとなりました。

　令和４年11月27日㈰、栃木県建設業協会青年経営者連合会は小学生を対象に、職業体験型イベント『建FES GO！』を宇都
宮市道場宿緑地にて開催いたしました。
　本イベントは、業界喫緊の課題である担い手確保の観点から、歴代役員会の中で常々やりたいと考えておりましたところ、
親会である栃木県建設業協会の100周年記念事業の一環としてやってはどうかとのお声がけをいただき、親会からの多大なる
ご支援により実現いたしました。
　また、栃木県をはじめ、多数の資機材・メーカー様のご支援をいただき、さらにCCIとちぎ様、とちぎ建設技術センター様
からはご協賛を頂戴いたしました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　事前予約490人限定の職業体験では、予約開始数時間で定員に達するなど大変大きな反響をいただきました。
　イベント当日、約4,000人の来場者に対し、トラックステージでは大型スクリーンにて業界PR動画を上映、大道芸や丸太切
りクイズ、バルーンアート、キッチンカーによる食事提供などによりおもてなしし、さらには、『大人の一生懸命な姿を見せ
る！』という栃木プロレスによる試合がイベントに花を添えてくれました。子供たちは白熱した真剣勝負を目の当たりにし、
倒れても何度でも立ち上がる選手に対しリングサイドをたたいて声がかれるまで応援していました。また、展示ブースでは、
大型重機に直接触れてそのスケールを感じた子供たちは興奮を抑えられない様子でした。
　本事業のメインとなる職業体験ブースでは、各支部が練り上げた建設にちなんだ職業体験を展開しました。子供たちは職業
体験で「（働いてくれて）ありがとう」と言われ模擬のお金を稼ぎ、そのお金で「（売ってくれて）ありがとう」と言って袋
を買い、そこにお菓子をあふれんばかりに詰め込んで帰りました。学校ではなかなか学べない『お金＝ありがとう』について
少しでも感じてもらえたのであれば幸いです。
　袋からこぼれ落ちそうになるお菓子を抱えながら保護者のところまで走っていく際に見せる笑顔は、当日快晴の空の太陽よ
りもまぶしく光り輝いて見えました。
　参加する子供たちのはじけるような笑顔につられ、普段は強面な業界の面々までクシャクシャになって笑っていたことが本
イベントの成功を物語っていました。業界若手の総力を挙げて取り組んだことで、会員相互の一体感がより一層醸成されたと
感じられる結果となりました。
　本イベントを通じて、親御さんの業界に対する理解が進むとともに、一人でも多くの子供が我々業界を目指してくれること
を願ってやみません。

特集 栃木県建設業協会100周年記念事業

「とちけん大賞」決定！

＃とちはる　　［応募件数］1,683 件第 1回

＃とちあき　　［応募件数］2,039 件第３回

＃とちなつ　　［応募件数］2,227 件第２回

この度は、とちけん大賞に選んで頂きありが
とうございました。
数ある作品の中から選んで頂けたこと、大変
嬉しく思います。地域を創り、地域を守る。
清掃活動などの守る取組みもされていて、大
賞頂いた写真の日光を始め、栃木には守って
いかなくてはならない自然が沢山あります。
創ると、守るを大切にされているので、安心し
て栃木を任せられると思っております。
この度は創立100周年、誠におめでとうござ
います。
100年という歴史の重みを感じます。
今後ますますのご繁栄をお祈り致します。

大神田 知恵さん

大賞をいただきありがとうございます。
この写真は栃木県庁展望室から撮影した夜景
です。
おきにいりの一枚を選んでいただき嬉しいです。
建設業協会100周年おめでとうございます。

相馬 利明さん

山中真音さん（小学5年生）
山中維月くん（小学3年生）
北條純輝くん（小学5年生）
北條紗幸さん（小学3年生）

Q 今日はどんな体験をしましたか？
A 大きな機械を動かしました。
Q 一番面白いと感じたことはなんですか？
A 機械で重たいものを吊って移動させたことです。
Q その他に感じたことは？
A 他の体験もしてみたいです。

玉木恒太朗くん
　　　　　（小学5年生）

玉木誠くん
　　　　　（小学2年生）

Q 今日はどんな体験をしましたか？
A コンクリートをかき混ぜて、器に入れました。
Q 一番面白いと感じたことはなんですか？
A かき混ぜるときにだんだん重くなっていくところ。
Q その他に感じたことは？
A コンクリートをつくるのに大きな車や機械が必要な
んだと分かった。

参加者からの声

大
賞
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賞

大
賞

大
賞

大
賞

大
賞
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　本イベントは、業界喫緊の課題である担い手確保の観点から、歴代役員会の中で常々やりたいと考えておりましたところ、
親会である栃木県建設業協会の100周年記念事業の一環としてやってはどうかとのお声がけをいただき、親会からの多大なる
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News
令和４年度

国土交通省関東地方整備局との意見交換会

　令和4年11月25日、栃木県総合文化センター特別会議

室において関東地方整備局廣瀬局長ほか県内直轄事務所

長を含む役職者、栃木県県土整備部坂井部長ほか幹部職

員、栃木県建設業協会谷黒会長ほか副会長、各支部長、

総務企画・技術・広報各委員長などが参集し意見交換会

が開催されました。

　関東地方整備局長、栃木県県土整備部長、栃木県建設

業協会長による挨拶の後、関東地方整備局企画部石浜技

術開発調整官の進行で、関東地方整備局の取組、建設産

業行政の最近の動きについての説明がありました。栃木

県建設業協会から活動状況や創立以来100周年を迎える

協会が次の100年に向けて新たな飛躍を遂げるための契

機とし、各種「創立100周年記念事業」を実施するとと

もに、令和４年11月11日に執り行った記念式典・祝賀会

について説明を行いました。（入江副会長説明）

　次に、国から昨年度意見要望への対応状況説明があっ

た後、意見交換を行い、栃木県建設業協会からは次の意

見要望を提出し国等の所見を伺いました。

　議題１　防災・減災対策の推進と社会資本整備による強靭な国土づくり（増渕副会長説明）

　議題２　週休２日制導入に伴う人件費等への対応について　　　　　　（竹澤副会長説明）

　議題３　建設資材の価格高騰等への対応について　　　　　　　　　　（山根副会長説明）

　自由討議　設計労務単価等の引き上げについて　　　　　　　　　　（菊池常任理事説明）

　自由討議　「地域の守り手」としての地位の確立について　　　　　（斎藤常任理事説明）

　最後に、関東地方整備局田中副局長が熱心な意見交換に謝辞を述べ、閉会しました。

（一社）栃木県建設業協会
谷黒　克守 会長

国土交通省 関東地方整備局
廣瀬　昌由 局長

栃木県県土整備部
坂井　康一 部長
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　令和４年 10 月 19 日、ホテルブリランテ武蔵野（さ
いたま新都心）で令和４年度関東建設青年会議通常
総会と関東地方整備局との意見交換会が開催された。
新型コロナウイルス感染症の影響で書面決議や人数
を大幅に減らしての開催となった一昨年、昨年と比
べ、感染対策を万全に行っての久しぶりのホテルで
の総会、意見交換会の開催となった。
　通常総会の冒頭、主催者である（一社）神奈川県
建設業協会建設みらい委員会の白井会長から「無事
に２年間の任期を務めることができたのは、ひとえ
に皆様のご理解とご協力があってのこと」と御礼の
言葉があった。
　議事では令和３年度の事業として、建設産業向上委
員会とCTI建設産業情報発信委員会の活動、全国建設
青年会議事業への協力について報告。令和４年度事業
として、①建設業における情報交換の推進、②持続的な
建設産業向上の推進、③社会貢献活動の発信と推進、④
災害対応に関する取り組み、⑤第27回全国建設青年会
議全国大会への参画といった活動方針が掲げられた。
　また、令和５年度は、関東ブロックが全国建設青
年会議の主幹ブロックとなることから、第 28 回全国
大会に向けて、対応委員会を設置することを説明。
これら議案に関しては、満場一致で承認がされた。
　その後の役員改選では、（一社）千葉県建設業協会
青年部会の籾山大介氏が新会長に選出された。籾山新
会長は「次年度は、関東ブロックが全国建設青年会議
の主幹ブロックとなる。皆様の協力がなければ成功さ
せることはできないので、より一層のご理解とご協力
をお願い申し上げます。」と意気込みを語った。
　その後の意見交換会では、小林企画部長による挨拶
後、関東建設青年会議建設産業向上委員会委員長で山
梨県建設業協会青年部会の湯沢信氏から、各県建設業
協会の会員企業を対象に行った「建設業の今後を考え
るアンケート」の実施報告。CTI建設産業情報発信委
員会委員長で群馬県建設業青年経営者部会の篠原玄
洋氏から、「建設現場での仕事内容を紹介する
YouTube動画」に関しての説明があった。活動の報告
後、関東地整から様々な質問が寄せられていた。最後
に情報提供として、関東地整が行う最近の話題に関し
ての説明と全体を通しての講評があり、意見交換会は
終了した。

News

挨拶を述べる白井崇雄会長（神奈川県）

熱心な議論の風景（総会）

意見交換会風景

関東建設青年会議通常総会・関東地整との意見交換会を開催！
栃木県建設業協会  青年経営者連合会

News
令和４年度

国土交通省関東地方整備局との意見交換会

　令和4年11月25日、栃木県総合文化センター特別会議

室において関東地方整備局廣瀬局長ほか県内直轄事務所

長を含む役職者、栃木県県土整備部坂井部長ほか幹部職

員、栃木県建設業協会谷黒会長ほか副会長、各支部長、

総務企画・技術・広報各委員長などが参集し意見交換会

が開催されました。

　関東地方整備局長、栃木県県土整備部長、栃木県建設

業協会長による挨拶の後、関東地方整備局企画部石浜技

術開発調整官の進行で、関東地方整備局の取組、建設産

業行政の最近の動きについての説明がありました。栃木

県建設業協会から活動状況や創立以来100周年を迎える

協会が次の100年に向けて新たな飛躍を遂げるための契

機とし、各種「創立100周年記念事業」を実施するとと

もに、令和４年11月11日に執り行った記念式典・祝賀会

について説明を行いました。（入江副会長説明）

　次に、国から昨年度意見要望への対応状況説明があっ

た後、意見交換を行い、栃木県建設業協会からは次の意

見要望を提出し国等の所見を伺いました。

　議題１　防災・減災対策の推進と社会資本整備による強靭な国土づくり（増渕副会長説明）

　議題２　週休２日制導入に伴う人件費等への対応について　　　　　　（竹澤副会長説明）

　議題３　建設資材の価格高騰等への対応について　　　　　　　　　　（山根副会長説明）

　自由討議　設計労務単価等の引き上げについて　　　　　　　　　　（菊池常任理事説明）

　自由討議　「地域の守り手」としての地位の確立について　　　　　（斎藤常任理事説明）

　最後に、関東地方整備局田中副局長が熱心な意見交換に謝辞を述べ、閉会しました。

（一社）栃木県建設業協会
谷黒　克守 会長

国土交通省 関東地方整備局
廣瀬　昌由 局長

栃木県県土整備部
坂井　康一 部長
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栃木県県土整備部技術管理課

ICT活用工事をもっと身近に
～ICT建機を使わないICT施工～

１　はじめに
　　人口減少や少子高齢化等の社会的な背景の煽りを受け、類に漏れず建設業においても人手不足に伴う担い
手の確保が喫緊の課題となっています。そのため、建設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力ある建
設現場を目指すi-Constructionの取組みが全国的に推進されています。
　　栃木県においても、建設現場の生産性向上のため、平成28年11月「栃木県県土整備部におけるICT活用工
事試行要領」を策定し、これまで対象工種の拡大や普及促進の取組みを行い、令和４年10月の要領改定では
「土工1000㎥未満」及び「小規模土工」を追加したところです。
　　今年で７年目を迎える取組みではありますが、その普及には、全面活用の難しさ、ICT建機のリース費用
等の課題があります。
　　そのため本稿では、低コストで段階的なICT導入を目的に、令和３年４月から適用した「簡易型ICT」につ
いてご紹介します。

２　簡易型 ICTについて
（１）概要
　　ICT活用工事と聞くと、「UAVやTLSによる測量」「丁張いらず」そして「ICT建機による施工」といった
イメージが強いのではないでしょうか。
　　しかし、簡易型ICTは、「従来手法による起工測量」「丁張は必要」そして「従来建機による施工」と、
これまでとイメージが大きく異なります。
　　簡易型ICTは、施工プロセス②３次元設計
データ作成及び④３次元出来形管理、⑤デー
タ納品における部分的な活用を必須とし、①
３次元起工測量及び③ICT建機による施工は
選択制（従来手法の選択が可能）とした『建
機にとらわれないICT活用工事』です。
（２）丁張設置の効率化
　　簡易型ICTでは、３次元設計データを活用することで、事前の丁張計算が不要になることや、任意点への
設置がその場で対応が可能となります。つまり、３次元設計データがあれば「丁張いらず」だけでなく『丁
張も効率化』することができるのです。
　　具体的には、自動追尾TSや360度プリズム等を活用し、専用のタブレット上で、設計データと実測値を定
量的に比較することで、中心線の位置出しや掘削面等の確認をしながら丁張を設置します。国交省の実証実
験では、従来手法に比べ、１カ所あたりの設置時間が1/3になったとの報告もあります。
（３）出来形管理の効率化
　　出来形管理においては、面管理は勿論のこと、TSを用いた断面管理を選択することも可能であり、計測時
の省力化や調書の自動作成による効率化を図ることができます。

３　さいごに
　　建設工事のDX化は、これからの地域の守り手を確保するために必要なものと考えており、発注者である
我々自身も、より深く知識を習得する必要があると認識しています。
　　今後とも、建設業界の皆さんがICTを活用しやすい環境づくりを行い、建設業全体の生産性向上や働き方
改革を全力でサポートしていきたいと考えています。

栃木県 県土整備部
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栃木県県土整備部技術管理課

ICT活用工事をもっと身近に
～ICT建機を使わないICT施工～

１　はじめに
　　人口減少や少子高齢化等の社会的な背景の煽りを受け、類に漏れず建設業においても人手不足に伴う担い
手の確保が喫緊の課題となっています。そのため、建設生産システム全体の生産性向上を図り、魅力ある建
設現場を目指すi-Constructionの取組みが全国的に推進されています。
　　栃木県においても、建設現場の生産性向上のため、平成28年11月「栃木県県土整備部におけるICT活用工
事試行要領」を策定し、これまで対象工種の拡大や普及促進の取組みを行い、令和４年10月の要領改定では
「土工1000㎥未満」及び「小規模土工」を追加したところです。
　　今年で７年目を迎える取組みではありますが、その普及には、全面活用の難しさ、ICT建機のリース費用
等の課題があります。
　　そのため本稿では、低コストで段階的なICT導入を目的に、令和３年４月から適用した「簡易型ICT」につ
いてご紹介します。

２　簡易型 ICTについて
（１）概要
　　ICT活用工事と聞くと、「UAVやTLSによる測量」「丁張いらず」そして「ICT建機による施工」といった
イメージが強いのではないでしょうか。
　　しかし、簡易型ICTは、「従来手法による起工測量」「丁張は必要」そして「従来建機による施工」と、
これまでとイメージが大きく異なります。
　　簡易型ICTは、施工プロセス②３次元設計
データ作成及び④３次元出来形管理、⑤デー
タ納品における部分的な活用を必須とし、①
３次元起工測量及び③ICT建機による施工は
選択制（従来手法の選択が可能）とした『建
機にとらわれないICT活用工事』です。
（２）丁張設置の効率化
　　簡易型ICTでは、３次元設計データを活用することで、事前の丁張計算が不要になることや、任意点への
設置がその場で対応が可能となります。つまり、３次元設計データがあれば「丁張いらず」だけでなく『丁
張も効率化』することができるのです。
　　具体的には、自動追尾TSや360度プリズム等を活用し、専用のタブレット上で、設計データと実測値を定
量的に比較することで、中心線の位置出しや掘削面等の確認をしながら丁張を設置します。国交省の実証実
験では、従来手法に比べ、１カ所あたりの設置時間が1/3になったとの報告もあります。
（３）出来形管理の効率化
　　出来形管理においては、面管理は勿論のこと、TSを用いた断面管理を選択することも可能であり、計測時
の省力化や調書の自動作成による効率化を図ることができます。

３　さいごに
　　建設工事のDX化は、これからの地域の守り手を確保するために必要なものと考えており、発注者である
我々自身も、より深く知識を習得する必要があると認識しています。
　　今後とも、建設業界の皆さんがICTを活用しやすい環境づくりを行い、建設業全体の生産性向上や働き方
改革を全力でサポートしていきたいと考えています。

栃木県 県土整備部
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Topics

令和４年度「関東甲信越地方ブロック会議」開催

　令和４年10月５日㈬東京都の経団連会館において

令和４年度建設業協会関東甲信越地方ブロック会議

が開催されました。

〈出席者〉

　●国土交通省

　　長橋和久不動産・建設経済局長　外11名

　●関東地方整備局　廣瀬昌由局長　外３名

　●北陸地方整備局　２名

　●中部地方整備局　２名

　●一都九県県土整備部長等

　●一般社団法人全国建設業協会

　　奥村太加典会長　外９名

　●関東甲信越地方の10都県建設業協会正副会長

　　外幹部職員32名

　本県協会からは谷黒克守会長と入江和夫副会長、

印南洋之専務理事が出席しました。

　関東甲信越ブロック会長会要望事項として以下の

９項目の議案が提案されました。

　①防災・減災、国土強靭化の「５か年計画」の策

定と安定的持続的な予算の確保について

【新潟県協会提案】

　②建設資機材の価格高騰への対応について

【神奈川県協会提案】

　③公共工事標準請負契約約款第30条（不可抗力に

よる損害）の改善について【長野県協会提案】

　④働き方改革に伴う現場管理費（職員給与、福利

厚生費など）の根本的な見直しについて

【山梨県協会提案】

　⑤週休二日制導入に伴う人件費等への対応について

【栃木県協会提案】

　⑥総合評価落札方式における賃上げを実施する企

業に対する加点措置について

【群馬県協会提案】

　⑦技術者不足への対応について

【千葉県協会提案】

　⑧改正品確法の市町村への徹底について

【埼玉県協会提案】

　⑨直轄工事への新規参入の促進について

【茨城県協会提案】

　本県協会提案の「⑤週休二日制導入に伴う人件費

等への対応について」は、入江副会長から年収維持

のための労務単価の引き上げと週休二日制工事の補

正率のさらなる引き上げ、週休二日制工事の民間工

事導入に向けた実効性ある取り組みの三点について

要望しました。

【本部】
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Topics

国体参加者への『おもてなし』
～産学官共同で雀宮駅前に「おもてなしフラワーポット」設置～

【宇都宮支部】

　（一社）宇都宮建設業協会（菊池三紀男会長）は栃木

県宇都宮土木事務所（青木淳所長）ならびに栃木県立

宇都宮工業高等学校（菅野充広校長）と共同でJR雀宮

駅東口ロータリーにフラワーポットを設置しました。

　これは42年ぶりに栃木県で開催された「いちご一

会とちぎ国体・とちぎ大会」のメーン会場となったカ

ンセキスタジアムへ向かうシャトルバスの発着場所

がJR雀宮駅になることから、国体参加者ならびに観

戦者への『おもてなし』とともに栃木県のイメージ

アップを図ることを目的としたものです。

　３者の協力体制は、宇都宮土木事務所が占用許可

の申請をはじめとした対外的な折衝全般を担当、宇

都宮工業高校が間伐材を利用した花鉢を制作・提供

し、宇都宮建設業協会が花・土・PR看板を提供しまし

た。また、花の植え付けや設置は３者合同で実施し、

国体開催期間中の花への水かけ等も３者で分担して

行うという、まさに産学官が三位一体となって進め

た事業となりました。　　　（岩原産業㈱　岩原正樹）

いちご一会とちぎ国体・
とちぎ大会

　令和４年10月1日～11日とちぎ国体が42年ぶり
に、10月29日～31日のとちぎ大会は初めて、本県で
開催されました。
　これに伴い、栃木県の様々な魅力を来県する多く
の方々や全国に向けて広く発信するためのブース出
展が募られ、国体パートナーである栃木県建設業協
会も、栃木県総合運動公園「いちご一会広場」にて
インスタ映えスポットの設置、及び広報機関紙やノ
ベルティグッズの配布で業界のＰＲを行いました。
　ブースに６つの巨大パネルを展示したところ、会
場施設の全景巨大パネルは珍しく、また栃木県のゆ
るキャラで人気のとちまるくんと建設作業員がコラ
ボレーションした顔抜きパネルも好評で、多くの来
場者が足を止めてくださいました。

　そのほか「建設業で
一緒に作ろう伝説を」
のPR動画を終日放映
し、耳にサウンド、目
にダンスを印象付ける
ことができました。
　配布したノベルティ
グッズの「缶飲料キャッ
プ」１万３千個にも「栃

木県建設業協会100周年」の印字があ
り、安心を支え続けて100年、そして
これからの100年も人々の安心を支え
る建設業の決意を多くの方にPRでき
たのではないかと思います。

【本部】

▲産学官共同で花を植える▲いちご一会広場中心の好エリアに出展させていただきました！

▲参加者への「おもてなし」
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Topics

国体参加者への『おもてなし』
～産学官共同で雀宮駅前に「おもてなしフラワーポット」設置～

【宇都宮支部】

　（一社）宇都宮建設業協会（菊池三紀男会長）は栃木

県宇都宮土木事務所（青木淳所長）ならびに栃木県立

宇都宮工業高等学校（菅野充広校長）と共同でJR雀宮

駅東口ロータリーにフラワーポットを設置しました。

　これは42年ぶりに栃木県で開催された「いちご一

会とちぎ国体・とちぎ大会」のメーン会場となったカ

ンセキスタジアムへ向かうシャトルバスの発着場所

がJR雀宮駅になることから、国体参加者ならびに観

戦者への『おもてなし』とともに栃木県のイメージ

アップを図ることを目的としたものです。

　３者の協力体制は、宇都宮土木事務所が占用許可

の申請をはじめとした対外的な折衝全般を担当、宇

都宮工業高校が間伐材を利用した花鉢を制作・提供

し、宇都宮建設業協会が花・土・PR看板を提供しまし

た。また、花の植え付けや設置は３者合同で実施し、

国体開催期間中の花への水かけ等も３者で分担して

行うという、まさに産学官が三位一体となって進め

た事業となりました。　　　（岩原産業㈱　岩原正樹）

いちご一会とちぎ国体・
とちぎ大会

　令和４年10月1日～11日とちぎ国体が42年ぶり
に、10月29日～31日のとちぎ大会は初めて、本県で
開催されました。
　これに伴い、栃木県の様々な魅力を来県する多く
の方々や全国に向けて広く発信するためのブース出
展が募られ、国体パートナーである栃木県建設業協
会も、栃木県総合運動公園「いちご一会広場」にて
インスタ映えスポットの設置、及び広報機関紙やノ
ベルティグッズの配布で業界のＰＲを行いました。
　ブースに６つの巨大パネルを展示したところ、会
場施設の全景巨大パネルは珍しく、また栃木県のゆ
るキャラで人気のとちまるくんと建設作業員がコラ
ボレーションした顔抜きパネルも好評で、多くの来
場者が足を止めてくださいました。

　そのほか「建設業で
一緒に作ろう伝説を」
のPR動画を終日放映
し、耳にサウンド、目
にダンスを印象付ける
ことができました。
　配布したノベルティ
グッズの「缶飲料キャッ
プ」１万３千個にも「栃

木県建設業協会100周年」の印字があ
り、安心を支え続けて100年、そして
これからの100年も人々の安心を支え
る建設業の決意を多くの方にPRでき
たのではないかと思います。

【本部】

▲産学官共同で花を植える▲いちご一会広場中心の好エリアに出展させていただきました！

▲参加者への「おもてなし」

Topics

都市計画道路３・４・202号
古峯原宮通り（千渡東工区）開通式

【鹿沼支部】

　令和４年９月25日に都市計画道路３・４・202号

古峯原宮通り（千渡東工区）開通式に出席いたしま

した。本路線は通勤通学等の日常生活を支えるとと

もに、宇都宮市との連携を図る上で重要な路線で

す。しかしながら、現道部は交通量が多く、朝夕を

中心に慢性的な渋滞が発生しており、歩道が狭隘で

あることから、円滑な交通と自転車・歩行者の安全

の確保が求められていました。本路線のバイパス整

備により、現道からバイパスへの交通転換がなさ

れ、現道部の慢性的な交通渋滞が緩和し、目的地へ

の走行時間が短縮されます。また、宇都宮市との連

携が強化され、地域産業および経済の活性化につな

がります。両側に

3.0ｍの歩道が整備

され、歩行者や自転

車の安全で快適な通

行空間が確保され、

バイパスが４車線化

することにより緊急

車両の通行がスムー

ズになり、都市防災

機能の強化となりま

す。

　同日の午後２時に

暫定２車線で供用開始、残りの２車線は令和５年度

に予定されています。　   （㈱半貫建設　半貫昌英）

令和４年度日光土木事務所
道路除雪隊出動式

【日光支部】

　今年も除雪の季節になり、令和４年11月２日に日

光土木事務所において道路除雪隊出動式が行われま

した。今回は、式に先立ち近隣小学校の４年生児童

を対象に、日光建設業協同組合員がドーザ等道路除

雪機械の働きを説明しました。児童たちは初めて間
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保」「未来への期待」等を挙げ、それぞれ「資機材

の点検や作業手順の確認徹底」「児童に除雪作業へ

の関心を持ってもらい、未来の地域を守る人材の育
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政之代表理事は「維持管理業務委託を受諾後、道路

や河川など生活基盤の確保、復旧に組合員が結束し

全力で取り組み、地域に安全・安心を届けてきた。

除雪についても同様に成果を挙げてきた。培った技

術、技能、地

域とのコミュ

ニケーション

を生かし、安

全・安心・確

実な冬季交通

の確保に全力

を挙げて除雪

作業に従事す

る」と決意を述べました。

（斉藤建設㈱　斉藤一明）

▲集合写真▲全体集合写真

▲説明を聞く児童たち

▲宇賀神支部長がテープカットに参加

▲開通式式典に参加



けんせつ No.21317

Topics

高校生現場見学会
思川開発事業南摩ダム建設現場

【芳賀支部】

　令和４年10月14日、芳賀支部恒例の真岡工業高校１
年生の現場見学会を開催いたしました。出発前に坂野
支部長のあいさつと石島教頭が「普段の授業では体験
できないような学びを体験してきてほしい」と訓示しま
した。
　今年度は鹿沼の南摩ダムを見学し、現地では⎾水資
源機構思川開発建設所⏌事業調整役の大村朋広氏が
工期は1969年～2024年度完成で本体、導水施設、管理
設備、付け替え道路などに202億3,400万円の予算を組
んでおり、総貯水量5,100万立方メートル、導水施設は
黒川導水路（延長約３キロ）で最大通水量毎秒８立方
メートル、大芦川導水路（約６キロ）が最大通水量毎秒
20立方メートル見込まれていると説明しました。
　生徒たちは間近で見る大型重機やダム建設状況を
見て驚いていました。
　また、アンケートを取った結果

•実際に作業現
場を見るととても
楽しく仕事のやり
がいがありそう。
•ダム工事では
いろんな建設会

社がチームとなってダムを造っているのが分かった。
•見学をした際に⎾せーの⏌という声が聞こえてきて
建設現場も連携が必要だ。
　このほか様々な感想が出されて生徒たちの真剣さが
伝わってきました。
　今回の現場見学会を機に一人でも多く建設会社に就
職されることを望んでいます。（大関建設㈱　大関好男）

若年者建設業担い手
育成支援事業

【下都賀支部】

　令和４年10月21日および11月１日、下都賀支部建友
会にて、「若年者建設業担い手育成支援事業」を行いま
した。対象になった高校は、小山北桜高等学校建築シ
ステム科と栃木農業高等学校環境デザイン科で、授業
形式で建設業の必要性や現場代理人の仕事の内容に
ついてわかりやすく説明させていただきました。

　また、Zoomによる現場
見学会としましてWEBにて
佐藤工業㈱で施工されて
いる獨協医科大学看護学
部棟増築工事および小
林・川島JVで施工されてい

る一級河川永野川護岸工事その18と中継をつなぎ、現
場代理人が現場事務所の様子や実際に施工している
現場の状況など、質疑応答を交え丁寧に説明を行いま
した。
　その後、少人数のグループに分かれて座談会を開
き、会員が直接生徒たちと会話をしながら建設業の
魅力を説明しました。

　生徒たちからも熱心に質問が上がったり、時折笑
い声が響き渡るなど、終始興味深く耳を傾けてもら
いました。　　　　　　（㈱山中組　山中慎太朗）

▲ダム本体工事を間近から見学 ▲出席者全員で挨拶

栃木農業高等学校にてWEB授業の様子

小山北桜高等学校にて授業 座談会の様子
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塩谷支部創立100周年
記 念 式 典

【塩谷支部】

　令和４年10月７日、栃建協塩谷支部創立100周年記
念式典を矢板市のメイフラワーゴルフクラブで開催
しました。
　簗・五十嵐両衆議院議員、小菅県議会議員、県出先
事務所長、谷黒協会長をはじめ正副会長、各支部長、
同支部歴代支部長ら40人を来賓に招き塩谷支部会員
が出席し、総勢85人が100周年を祝いました。
　塩谷支部は1923年（大正12年）１月に県土木建築請
負業組合の塩谷支部として発足し、昭和26年に現在
の名称であります栃木県建設業協会塩谷支部と改称
されました。
　記念講演としてバドミントン元日本代表の小椋久
美子氏を招き「今後の夢ある未来について」と題し、
失敗を成功に導く心の持ち方について講演していた
だきました。

　塩谷支部は令和
３年３月に新会館
が完成し、支部会
員一同気持ちを新
たに支部運営に
日々励んでおりま
す。支部創立100
周年を迎え、先人

のご尽力に感謝するとともに、次の100年も時代の変
化に対応し、建設業としての使命を果たしながら次
世代につなげていきたいと思います。
　100周年記念事業にご尽力いただきました、支部長、
100周年準備委員会、協賛者様に感謝申し上げます。

（友建工業㈱　小菅秀樹）

山崎エリナ写真展と
建設フェスタ

【那須支部】

　令和４年８月６日から９月19日、那

須塩原市図書館みるるにおいて写真

家山崎エリナ写真展「この那須（くに）

をつくる　この那須（くに）を守る仕事

～日常と安全を守る人々～」（共催：那

須塩原市）を開催しました。2020年か

ら2021年にかけて那須支部会員の施

工現場を撮影した写真を展示し、地域

建設業の仕事への理解と地域の若手

への入職の促進を目的に実施されま

した。

　９月10日には渡辺美智太郎那須塩原市長を交えた

トークショーを開催し、多くの市民が観覧に来られま

した。また、同日には那須塩原市まちなか交流セン

ターにおいて那須支部・那須支部青年の会にて「建設

フェスタ」を開催し、炊き出し訓練カレーの配布、重

機の搭乗体験を行い多くの子供たち、家族連れが来

場され地域建設業を身近に感じてもらえる有意義な

イベントとなりました。

※トークイベント動画  https://youtu.be/XGOSy-DIofE

（マルホ建設㈱　星　豪紀）

▲岡村支部長式辞 ▲高所作業車搭乗体験

▲オープニングムービー
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　烏山支部では、県内４事例目となる『豚熱

（CSF）』発生の連絡を受領し栃木県の対応方針等

の確認をいたしました。栃木県豚熱対策本部、本部

長福田富一知事の下に、令和４年７月23日㈯16時30

分から塩谷南那須地域豚熱現地対策本部会議に出席

し、栃木県と栃木県建設業協会の協定に基づき、烏

山支部が国内最多を更新する豚熱埋却処理作業を実

施することになりました。

　７月22日に対策本部を設置し技術委員を緊急招

集。令和４年３月に那珂川町にて発生した豚熱埋却

作業の経緯があり、その経験を活かしながら真夏の

作業対応、作業計画等の検討を行いました。全員協

議会で計画・班編成等の説明及び協力を依頼、支部

員が一致団結して対応する旨の了解を得ました。

豚熱（CSF）56,298頭埋却処分実施

【烏山支部】

　灼熱の中、防護服を装着しての埋却作業は困難を

極めましたが、９月９日には殺処分（56,298頭）さ

れた豚の埋却作業が完了。９月30日には、その他の

埋却作業、消石灰の散布が終了し、計画より早く作

業を終えることができました。

　顧みますと、豚熱現地対策本部、塩谷南那須農業振

興事務所、県北家畜保健衛生所との緊密な協議や打

合せが埋却実施に向けて重要でありました。また、無

事故で作業を完了することができましたが、安全や効

率的な進捗のためには、毎日実施された作業班の引継

ぎ時の安全対策確認が重要なポイントとなりました。

　最後に、関係者の皆様方の迅速な連携により豚熱

埋却作業が順調に実施できましたことに感謝申し上

げます。　　　　　 （㈱中山建設　阿久津　太）

▲「埋却作業を行う烏山支部員」（写真提供：栃木県）

▲「ブルーシート張りを行う烏山支部員」（写真提供：栃木県）

▲「消石灰散布を行う烏山支部員」（写真提供：栃木県）
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　令和４年11月２日、「生涯スポーツの振興と足利市

の魅力を全国に発信」をスローガンに、足利市主催の

第45回足利尊氏公マラソン大会が開催され関東圏から

2,870人が参加し、快晴のもとで市民ランナーが汗を流

し元気に完走しました。例年５千人を超えるランナーが

集う大会ですが、コロナの影響もあり３年ぶりに規模を

縮小し開催されました。私たち建設業に携わる者とし

て、県内外から足利市に足を運んでくれるランナーにス

ポーツを楽しんでもらうため、「おもてなしの心」で大会

前に清掃活動を実施し今回で15回を迎えました。

　ボランティア活動の当日は、道路管理者である安足

土木事務所、足利市、栃建協足利支部、足利市建設業協

力会、両毛舗装事業（同）の職員及び会員延べ100人ほ

どが参加し、県庁舎前で出発式を行い栃木県若手職員

の気勢の掛声のもとコース周回を７班に分かれ清掃活

動を行いました。

　今後もこの

歴史ある大会

が足利の魅力

発信の起爆剤

として末永く

続くことを祈

念し、これから

も活動を続け

ます。

（三興工業㈱　山根良樹）

足利尊氏公マラソン大会前
クリーン作戦

総合学習支援活動
（葛生南小）

【安蘇支部】

　令和４年11月２日、安蘇支部では佐野市立葛生南小

学校において会員企業17名で総合学習支援活動を行い

ました。安足土木事務所からも３名の職員に参加して

いただきました。

　全児童44名を対象に、建設業の仕事内容は建物や道

路などを造るのはもとより、災害時の対応や除雪活動、

鳥インフルエンザ・口蹄疫等への対応も行っていること

を、紙芝居や建設学習帳を使って説明しました。

　続いて体験学習ではバックホウや高所作業車に同乗

し、建設機械のすごさや楽しさ、魅力を感じてもらい

ました。並行して安足土木事務所によるドローン飛行

も間近で見ることができて良かったと思います。

　天気にも恵

まれ、児童のみ

んなも楽しく体

験できたと思い

ます。感想で「建

設業の知らな

い部分も分かり

勉 強 に な っ

た。」という言葉

もあり、将来の

進路の選択肢

の一つになってほしいと思いました。葛生南小は今年

度で閉校となりますが良い思い出となってほしいです。

（㈱木村土建　木村一成）

【足利支部】

▲将来の仕事は建設業へ ▲足利尊氏公マラソン大会クリーン作戦
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日建学院は開講以来、建築士、宅建士、各種施工管理技士合格者輩出のトップを走り続けます。

No.1No.1

あなたの夢、応援します。

宇都宮校 TEL：028-637-5001 小山校 TEL：0285-31-4331

は、客観性・公平性の高い第三者の調査機関より
下記の3つでNo.1の評価をいただきました。

◆

◆

◆

中小建設事業主が雇用する建設労働者に有給で技能実習を受講させた場合、経費・賃金の一部を助成。
（要件を満たす必要があります。）
経費助成率：技能実習の実施に要した実費相当額の割合は
【20人以下の中小建設業主】 3／4
【21人以上の中小建設業主】 （35歳未満） 7／10　　（35歳以上） 9／20
【中小建設事業主以外 対象が女性建設労働者】 3／5
【生産性向上助成】 3／20
中小建設事業主の場合、建建設設業業雇雇用用保保険険にに加加入入ししてていいるる事業主が対象。
※※令令和和４４年年度度ににおおけけるる雇雇用用保保険険料料率率1122..55//11,,000000((44～～99月月))、、1166..55//11,,000000((1100～～33月月))のの適適用用をを受受けけるる事事業業主主

三冠達成の資格学校です！三冠達成の資格学校です！

合格者輩出数55万人突破！合格者輩出数55万人突破！
業界実績

日本マーケティングリサーチ機構　調査概要：2020年4月期_ブランドのイメージ調査

女性が選ぶ資格スクール

No.1
建築のプロがおすすめする建築士講座

No.1
大学生が選ぶ資格スクール

No.1

88％88％人材開発支援助成金人材開発支援助成金

日建学院 主要開講座
●1級土木施工管理技士 ●2級土木施工管理技士
●1級建築施工管理技士 ●2級建築施工管理技士
●1級管工事施工管理技士 ●2級管工事施工管理技士
●1級造園施工管理技士 ●2級造園施工管理技士
●1級舗装施工管理技術者 ●給水装置工事主任技術者
●1級建築士 ●2級建築士
●宅地建物取引士 ●建築設備士 他多数

助成！受講料の最大約
を

※上記日建学院宇都宮・小山校2級建築施工管理技士一次・二次講座を利用した場合〔20人以下下の中小建設事業主〕。
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日建学院は開講以来、建築士、宅建士、各種施工管理技士合格者輩出のトップを走り続けます。

No.1No.1

あなたの夢、応援します。

宇都宮校 TEL：028-637-5001 小山校 TEL：0285-31-4331

は、客観性・公平性の高い第三者の調査機関より
下記の3つでNo.1の評価をいただきました。

◆

◆

◆

中小建設事業主が雇用する建設労働者に有給で技能実習を受講させた場合、経費・賃金の一部を助成。
（要件を満たす必要があります。）
経費助成率：技能実習の実施に要した実費相当額の割合は
【20人以下の中小建設業主】 3／4
【21人以上の中小建設業主】 （35歳未満） 7／10　　（35歳以上） 9／20
【中小建設事業主以外 対象が女性建設労働者】 3／5
【生産性向上助成】 3／20
中小建設事業主の場合、建建設設業業雇雇用用保保険険にに加加入入ししてていいるる事業主が対象。
※※令令和和４４年年度度ににおおけけるる雇雇用用保保険険料料率率1122..55//11,,000000((44～～99月月))、、1166..55//11,,000000((1100～～33月月))のの適適用用をを受受けけるる事事業業主主

三冠達成の資格学校です！三冠達成の資格学校です！

合格者輩出数55万人突破！合格者輩出数55万人突破！
業界実績

日本マーケティングリサーチ機構　調査概要：2020年4月期_ブランドのイメージ調査

女性が選ぶ資格スクール

No.1
建築のプロがおすすめする建築士講座

No.1
大学生が選ぶ資格スクール

No.1

88％88％人材開発支援助成金人材開発支援助成金

日建学院 主要開講座
●1級土木施工管理技士 ●2級土木施工管理技士
●1級建築施工管理技士 ●2級建築施工管理技士
●1級管工事施工管理技士 ●2級管工事施工管理技士
●1級造園施工管理技士 ●2級造園施工管理技士
●1級舗装施工管理技術者 ●給水装置工事主任技術者
●1級建築士 ●2級建築士
●宅地建物取引士 ●建築設備士 他多数

助成！受講料の最大約
を

※上記日建学院宇都宮・小山校2級建築施工管理技士一次・二次講座を利用した場合〔20人以下下の中小建設事業主〕。
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℡ 028-639-3133　℻ 028-639-3806
URL https://www.kensaibou-tochigi.jp/建 災 防

・私たちは安全を優先します・

技能講習などを受講し、安全作業に必要な知識と資格を
身につけましょう!

建設業労働災害防止協会栃木県支部
〒321-0933　栃木県宇都宮市簗瀬町1958-1 栃木県建設産業会館１階
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栃木県中央生コンクリート協同組合
事務所：〒321‒0932　宇都宮市平松本町1140番地１　生コン会館２Ｆ
電　話：028（635）5583／ＦＡＸ：028（635）5587

渡辺辻由共同生コン株式会社
株 式 会 社 増 渕 生 コ ン
株 式 会 社 宝 木 建 材 工 業
東 武 栃 木 生 コ ン 株 式 会 社
菊 一 生 コ ン 株 式 会 社
株式会社五月女生コン鹿沼工場

小山レミコン株式会社鹿沼工場
小山レミコン株式会社真岡工場
有 限 会 社 添 谷 工 業
株 式 会 社 上 野 生 コ ン
有 限 会 社 薄 根 生 コ ン

愛全重車輛
■本　　　社　宇都宮市平出町1044－1
■宇都宮営業所　宇都宮市平出町1045－3
■那須営業所　那須塩原市三区町504番地8
■鹿沼営業所　鹿沼市楡木町558－1
■中古車センター　鹿沼市楡木町558－1

TEL　宇 都 宮(028)661-6441（代表）
TEL　宇 都 宮(028)683-2282（代表）
TEL　那須塩原(0287)36-3851（代表）
TEL　楡　　木(0289)75-4018（代表）
TEL　楡　　木(0289)71-1202（代表）

株式会社

http://www.aizen-sh.co.jp/

株式会社　小松製作所　代理店
特定自主検査認証工場　栃第1号

栃木県建設産業団体連合会
一般社団法人 栃木県建設業協会

℡ 028-639-2611　℻ 028-639-2985
㈲アクト（三井住友海上火災保険㈱代理店）℡ 028-639-2611

お問い
合わせ先

当協会での「各種保険制度」のご案内

NEW
コマツ栃木株式会社
℡ 028-662-6093  ℻ 028-660-0781
〒321-0905  宇都宮市平出工業団地38番地12

「掘る」「吊す」「均す」
1台3役舗装バージョン
PC30UU-6 舗装バージョン新登場！

すべての人に、あらゆる場面で。
　　　　　　　　追求したのは、使いやすさ。

宇都宮支店　TEL 028-662-6088

鹿 沼 支 店　TEL 0289-72-1005

小 山 支 店　TEL 0285-28-1682

佐 野 支 店　TEL 0283-21-8859

那 須 支 店　TEL 0287-62-2611
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とちぎのサムライ

ここ数年、城址歩きをしていると、さまざまな城と歴史に関わることになります。毎回のこと
ですが、自分勝手に書いておりますので、史実と異なる部分があるところはご容赦願います。

（一社）宇都宮建設業協会　木　澤　喜　人

とちぎの
　サムライ

vol.27

全国津々浦々

お城めぐりの旅

　今回は、昔から大陸との文化的・経済的交流の窓口であり、防衛上の重要拠点であった対馬に行ってきました。韓国
のプサンまで約50㎞のところでした。朝一で自宅を出て羽田から福岡経由で対馬に飛び、レンタカーで金田城登城口
に着いたのが16：00でした。それから金田城跡に登ってきました。私は対馬での大きな出来事の中で関心があること
が三つあります。①白村江（はくそんこう）の戦い　②元寇　③文禄・慶長の役です。金田城とも関連するので、①の白
村江の戦いから、ザックリと触れていきたいと思います。

　大雑把に説明します。６世紀～７世
紀の朝鮮半島は高句麗・百済・新羅と三
国に分かれていました。隣の中国では
唐が国内を統一しました。唐は朝鮮に
も進出し、高句麗へ三度も侵攻を重ね
征服してしまいました。さらに唐は新
羅を属国扱いし、百済を倒して朝鮮半
島を取り込もうと計画しました。唐軍
に攻められた百済も敗れて滅亡してし

まいました。その後、百済復興運動が展開し、交易のあった倭国（日本）に救援を求めました。そして倭国が663年に参
戦しましたが、白村江の戦いで壊滅的な敗北を喫しました。白村江での敗戦を受け、唐・新羅連合軍による日本侵攻を
怖れた天智天皇は防衛網の強化に着手しました。
　百済帰化人の協力の下、対馬や九州北部の大宰府、瀬戸内海沿いの西日本各地（長門、屋嶋城、岡山など）に朝鮮式古
代山城の防衛砦を築き、北部九州沿岸には防人（さきもり）を配備して防衛体制を整備。その一環として、金田城を対
朝鮮半島防衛の最前線として築きました。

　金田城は、城域約2.2㎞を囲んだ朝鮮式山城様式の石塁が見どころです。城の内外を通行するための城戸（城門）が沢
ごとに設けられています。水圧による決壊を防ぐための水門です。朝廷は唐と新羅の連合軍が仕返しに襲撃してくる
だろうとビビりまくっていましたが、結局、唐の国内で内乱が起きたことで、唐からの攻撃はありませんでした。それ
から1000年以上の時が過ぎ、忘れられていた金田城は日露戦争開戦に向けて再び要塞として整備され、巨大な砲台が
据え付けられました。1350年前に防人が築いた古代山城と、100年前に旧日本陸軍が建設した近代要塞が並存する城山
は国の特別史跡に指定され、今もその数奇な歴史を顧みることができる城址です。
　次に②の元寇について。中国大陸を征圧した元の皇帝フビライは、日本を属国にするつもりで、1274年の「文永の役」
と1281年の「弘安の役」の二度にわたって攻撃してきました。当初、フビライは通商と外交を求め使者を送ってきたの
ですが、朝廷や鎌倉幕府は無視し続け、四度目の使者には何の返事も与えず追い返し、五度目の使者５人は鎌倉に招い
て惨殺してしまいました。いくら何でも国を代表して訪れた国使であります。いかに日本が国際常識に欠けていたか？
幕府にとって日本の一番端の対馬も、中国以外の外国との交易も無関心でした。当然フビライが激怒し来襲してくる
ことは十分予測されることでしたが、徹底抗戦の準備をするはずが、異国警固番役の設置と神社仏閣に対して祈祷要
請をしただけでした。対馬の宗氏は世界情勢が理解できていましたが、幕府は世界の中の日本をどこまで分かってい
たのでしょうか？
　ついに元軍３万が襲撃してきた時も、国境防備の最前線である対馬に守備兵わずか80騎、壱岐には100騎という考え
られないお粗末な防備でした。さらに、日本の戦い方は、「やあやあ、我こそは」などと名乗り、１対１で戦う戦法。元
軍は集団で１人の武士に襲い掛かるという戦法でした。１騎で敵に向かって行き、名乗っている間もなく取り囲まれ
て殺されてしまいました。武士・島民の男は皆殺しにされ、女は捕虜として敵船の側部に吊られ、島は全滅してしまい

ました。７年後に「弘安の役」で約14万～ 15万6,989人、軍船
4,400艘の軍勢が攻めてくるまでの間に、日本側は博多湾岸に
約20㎞にも及ぶ石築地（元寇防塁）を築きました。最も頑強
な部分で高さ３m、幅２m以上で、元軍は博多湾岸からの上
陸を断念しました。日本軍と元軍で一進一退の戦いを続けて
いましたが、戦闘が始まってから約２か月後の夜中に到来し
た台風により元軍の軍船の多くが沈没、損壊し兵士が溺死。
わずかに残った元軍は急遽撤退し、日本侵略を中止したので
した。日本では、「我が国は神の国で今回も神風が吹いて神
様が守ってくれた。困った時でも神がついているので安心だ」
と何とそこで一段落してしまいました。井の中の蛙を絵に描
いたようでした。
　③の文禄・慶長の役に移ります。最初に清水山城を紹介し
ます。豊臣秀吉の朝鮮出兵に際し、唐津の名護屋城と朝鮮半
島の釡山を結ぶ輸送・連絡の中継点として、秀吉の命令で対
馬に築かれた城です。対馬の海の玄関口である厳原港を見下
ろす清水山の尾根に沿って、山頂に一の丸、中腹に二の丸、
東の段丘に三の丸を配置し、それらの曲輪が約500mの縦石垣
でつながれています。信長・秀吉時代の形式や、朝鮮出兵時
に日本の武将が築いた倭城に共通する要素がみられます。朝
鮮から撤退後はすぐに廃城となったため、遺構が改変されず
に良好に残っています。
　山ばかりで耕地が狭い対馬では、生きる糧を得るには朝鮮
との交易が欠かせないものでした。対馬の藩主宗家は朝鮮に
貢物をして返礼品や米を得ることもありました。また、対馬
藩は長崎とは別に朝鮮との交易を幕府から認められていまし
た。貿易のための朝鮮への輸出品を長崎から調達し、朝鮮か
らの輸入品を大阪・京都・江戸に送り利益を上げる中継貿易
をしていました。ところが、秀吉が文禄・慶長の役によって
朝鮮に侵攻したことで、国交は悪化してしまいました。
　対馬の初代藩主・宗義智（よしとし）は、戦時下にあっては

日本軍全軍の水先案内役として先鋒を務め、戦争後は講和交渉の先頭に立って孤軍奮闘し、時代の流れに翻弄された
23歳の若き対馬島主でした。慶長３年（1598年）８月、豊臣秀吉が病死し戦いが終わると紆余曲折を経て、宗氏の努力
で再び朝鮮との講和を成功させました。徳川幕府になってからも対馬藩は朝鮮との板挟みとなり、宗氏の苦悩が続き
ました。派遣されてくる朝鮮通信使を迎える施設として、清水山城の麓に位置する金石城を利用しました。金石城は
宗氏の居城でしたが近世城郭に改築し、石垣や堀が廻らされましたが天守は築かれませんでした。現在は木造の二重
櫓門が復元されています。

　 幕府は、朝鮮に対し高圧的に出れば相手はこちらの言うこ
とを聞くだろうという考え方でした。一方、朝鮮は日本を一
段低く見ていたので、日本の無理難題を聞くわけがなく、交
渉があるたびに対馬藩は前面に立ち、朝鮮との板挟みとなっ
てしまうのでした。ある時の朝鮮使節来日の際には双方の思
惑の食い違いに困った挙げ句、国書の偽造を行い朝鮮に提出
し、その後に送られてきた返書にも矛盾がないように偽造せ
ざるを得ませんでした。

　後にその問題が幕府に発覚してしまいました。しかしその時、対馬氏は罪を受けることにはなりませんでした。幕
府の朝鮮に対する認識が充分でなかったこと、それにより宗氏が国書の改ざんという手段をとらざるを得なかったこ
とが理由でした。本音は朝鮮との国交・貿易については対馬氏に任せるほかなかったようです。幕府はいざ事が起き
ると、建前ばかりの強硬論を押し付け、結果が思わしくないときは対馬氏のせいにする。責任感の薄い私からみれば、
「こんなことやってられない」と投げ出してしまったでしょう。（何を寝言を言っているのか？）初めからそんな重要な
任務がこんな私に来るわけがないか （当たり前！）。
　最後に「対馬三聖人」の一人といわれる「雨森芳洲」を交渉に当たらせました。芳洲は「誠心外交」を実践し朝鮮交渉
の全権大使的な立場で朝鮮と対馬、ひいては日本を良好な状態に戻すことができました。いつの世にも、探せば「優れ
者」がちゃ～んといるもんですね。頓首　　　　（参考） ユーチューブに動画をアップしてあります。
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東南角の石垣

圧倒的な迫力の一ノ城戸 二ノ城戸 三ノ城戸
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　今回は、昔から大陸との文化的・経済的交流の窓口であり、防衛上の重要拠点であった対馬に行ってきました。韓国
のプサンまで約50㎞のところでした。朝一で自宅を出て羽田から福岡経由で対馬に飛び、レンタカーで金田城登城口
に着いたのが16：00でした。それから金田城跡に登ってきました。私は対馬での大きな出来事の中で関心があること
が三つあります。①白村江（はくそんこう）の戦い　②元寇　③文禄・慶長の役です。金田城とも関連するので、①の白
村江の戦いから、ザックリと触れていきたいと思います。

　大雑把に説明します。６世紀～７世
紀の朝鮮半島は高句麗・百済・新羅と三
国に分かれていました。隣の中国では
唐が国内を統一しました。唐は朝鮮に
も進出し、高句麗へ三度も侵攻を重ね
征服してしまいました。さらに唐は新
羅を属国扱いし、百済を倒して朝鮮半
島を取り込もうと計画しました。唐軍
に攻められた百済も敗れて滅亡してし

まいました。その後、百済復興運動が展開し、交易のあった倭国（日本）に救援を求めました。そして倭国が663年に参
戦しましたが、白村江の戦いで壊滅的な敗北を喫しました。白村江での敗戦を受け、唐・新羅連合軍による日本侵攻を
怖れた天智天皇は防衛網の強化に着手しました。
　百済帰化人の協力の下、対馬や九州北部の大宰府、瀬戸内海沿いの西日本各地（長門、屋嶋城、岡山など）に朝鮮式古
代山城の防衛砦を築き、北部九州沿岸には防人（さきもり）を配備して防衛体制を整備。その一環として、金田城を対
朝鮮半島防衛の最前線として築きました。

　金田城は、城域約2.2㎞を囲んだ朝鮮式山城様式の石塁が見どころです。城の内外を通行するための城戸（城門）が沢
ごとに設けられています。水圧による決壊を防ぐための水門です。朝廷は唐と新羅の連合軍が仕返しに襲撃してくる
だろうとビビりまくっていましたが、結局、唐の国内で内乱が起きたことで、唐からの攻撃はありませんでした。それ
から1000年以上の時が過ぎ、忘れられていた金田城は日露戦争開戦に向けて再び要塞として整備され、巨大な砲台が
据え付けられました。1350年前に防人が築いた古代山城と、100年前に旧日本陸軍が建設した近代要塞が並存する城山
は国の特別史跡に指定され、今もその数奇な歴史を顧みることができる城址です。
　次に②の元寇について。中国大陸を征圧した元の皇帝フビライは、日本を属国にするつもりで、1274年の「文永の役」
と1281年の「弘安の役」の二度にわたって攻撃してきました。当初、フビライは通商と外交を求め使者を送ってきたの
ですが、朝廷や鎌倉幕府は無視し続け、四度目の使者には何の返事も与えず追い返し、五度目の使者５人は鎌倉に招い
て惨殺してしまいました。いくら何でも国を代表して訪れた国使であります。いかに日本が国際常識に欠けていたか？
幕府にとって日本の一番端の対馬も、中国以外の外国との交易も無関心でした。当然フビライが激怒し来襲してくる
ことは十分予測されることでしたが、徹底抗戦の準備をするはずが、異国警固番役の設置と神社仏閣に対して祈祷要
請をしただけでした。対馬の宗氏は世界情勢が理解できていましたが、幕府は世界の中の日本をどこまで分かってい
たのでしょうか？
　ついに元軍３万が襲撃してきた時も、国境防備の最前線である対馬に守備兵わずか80騎、壱岐には100騎という考え
られないお粗末な防備でした。さらに、日本の戦い方は、「やあやあ、我こそは」などと名乗り、１対１で戦う戦法。元
軍は集団で１人の武士に襲い掛かるという戦法でした。１騎で敵に向かって行き、名乗っている間もなく取り囲まれ
て殺されてしまいました。武士・島民の男は皆殺しにされ、女は捕虜として敵船の側部に吊られ、島は全滅してしまい

ました。７年後に「弘安の役」で約14万～ 15万6,989人、軍船
4,400艘の軍勢が攻めてくるまでの間に、日本側は博多湾岸に
約20㎞にも及ぶ石築地（元寇防塁）を築きました。最も頑強
な部分で高さ３m、幅２m以上で、元軍は博多湾岸からの上
陸を断念しました。日本軍と元軍で一進一退の戦いを続けて
いましたが、戦闘が始まってから約２か月後の夜中に到来し
た台風により元軍の軍船の多くが沈没、損壊し兵士が溺死。
わずかに残った元軍は急遽撤退し、日本侵略を中止したので
した。日本では、「我が国は神の国で今回も神風が吹いて神
様が守ってくれた。困った時でも神がついているので安心だ」
と何とそこで一段落してしまいました。井の中の蛙を絵に描
いたようでした。
　③の文禄・慶長の役に移ります。最初に清水山城を紹介し
ます。豊臣秀吉の朝鮮出兵に際し、唐津の名護屋城と朝鮮半
島の釡山を結ぶ輸送・連絡の中継点として、秀吉の命令で対
馬に築かれた城です。対馬の海の玄関口である厳原港を見下
ろす清水山の尾根に沿って、山頂に一の丸、中腹に二の丸、
東の段丘に三の丸を配置し、それらの曲輪が約500mの縦石垣
でつながれています。信長・秀吉時代の形式や、朝鮮出兵時
に日本の武将が築いた倭城に共通する要素がみられます。朝
鮮から撤退後はすぐに廃城となったため、遺構が改変されず
に良好に残っています。
　山ばかりで耕地が狭い対馬では、生きる糧を得るには朝鮮
との交易が欠かせないものでした。対馬の藩主宗家は朝鮮に
貢物をして返礼品や米を得ることもありました。また、対馬
藩は長崎とは別に朝鮮との交易を幕府から認められていまし
た。貿易のための朝鮮への輸出品を長崎から調達し、朝鮮か
らの輸入品を大阪・京都・江戸に送り利益を上げる中継貿易
をしていました。ところが、秀吉が文禄・慶長の役によって
朝鮮に侵攻したことで、国交は悪化してしまいました。
　対馬の初代藩主・宗義智（よしとし）は、戦時下にあっては

日本軍全軍の水先案内役として先鋒を務め、戦争後は講和交渉の先頭に立って孤軍奮闘し、時代の流れに翻弄された
23歳の若き対馬島主でした。慶長３年（1598年）８月、豊臣秀吉が病死し戦いが終わると紆余曲折を経て、宗氏の努力
で再び朝鮮との講和を成功させました。徳川幕府になってからも対馬藩は朝鮮との板挟みとなり、宗氏の苦悩が続き
ました。派遣されてくる朝鮮通信使を迎える施設として、清水山城の麓に位置する金石城を利用しました。金石城は
宗氏の居城でしたが近世城郭に改築し、石垣や堀が廻らされましたが天守は築かれませんでした。現在は木造の二重
櫓門が復元されています。

　 幕府は、朝鮮に対し高圧的に出れば相手はこちらの言うこ
とを聞くだろうという考え方でした。一方、朝鮮は日本を一
段低く見ていたので、日本の無理難題を聞くわけがなく、交
渉があるたびに対馬藩は前面に立ち、朝鮮との板挟みとなっ
てしまうのでした。ある時の朝鮮使節来日の際には双方の思
惑の食い違いに困った挙げ句、国書の偽造を行い朝鮮に提出
し、その後に送られてきた返書にも矛盾がないように偽造せ
ざるを得ませんでした。

　後にその問題が幕府に発覚してしまいました。しかしその時、対馬氏は罪を受けることにはなりませんでした。幕
府の朝鮮に対する認識が充分でなかったこと、それにより宗氏が国書の改ざんという手段をとらざるを得なかったこ
とが理由でした。本音は朝鮮との国交・貿易については対馬氏に任せるほかなかったようです。幕府はいざ事が起き
ると、建前ばかりの強硬論を押し付け、結果が思わしくないときは対馬氏のせいにする。責任感の薄い私からみれば、
「こんなことやってられない」と投げ出してしまったでしょう。（何を寝言を言っているのか？）初めからそんな重要な
任務がこんな私に来るわけがないか （当たり前！）。
　最後に「対馬三聖人」の一人といわれる「雨森芳洲」を交渉に当たらせました。芳洲は「誠心外交」を実践し朝鮮交渉
の全権大使的な立場で朝鮮と対馬、ひいては日本を良好な状態に戻すことができました。いつの世にも、探せば「優れ
者」がちゃ～んといるもんですね。頓首　　　　（参考） ユーチューブに動画をアップしてあります。
［空中散歩 金田城］
　 https://youtu.be/fv838L7icNg

［空中散歩 金石城・清水山城］
　https://youtu.be/dygsTYP0VGM

三ノ丸からは厳原市街地・
厳原港が一望できます。

今津元寇防塁跡

一ノ丸の虎口と石垣

復元された二重櫓門 
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ここ数年、城址歩きをしていると、さまざまな城と歴史に関わることになります。毎回のこと
ですが、自分勝手に書いておりますので、史実と異なる部分があるところはご容赦願います。

（一社）宇都宮建設業協会　木　澤　喜　人

とちぎの
　サムライ
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全国津々浦々

お城めぐりの旅

　今回は、昔から大陸との文化的・経済的交流の窓口であり、防衛上の重要拠点であった対馬に行ってきました。韓国
のプサンまで約50㎞のところでした。朝一で自宅を出て羽田から福岡経由で対馬に飛び、レンタカーで金田城登城口
に着いたのが16：00でした。それから金田城跡に登ってきました。私は対馬での大きな出来事の中で関心があること
が三つあります。①白村江（はくそんこう）の戦い　②元寇　③文禄・慶長の役です。金田城とも関連するので、①の白
村江の戦いから、ザックリと触れていきたいと思います。

　大雑把に説明します。６世紀～７世
紀の朝鮮半島は高句麗・百済・新羅と三
国に分かれていました。隣の中国では
唐が国内を統一しました。唐は朝鮮に
も進出し、高句麗へ三度も侵攻を重ね
征服してしまいました。さらに唐は新
羅を属国扱いし、百済を倒して朝鮮半
島を取り込もうと計画しました。唐軍
に攻められた百済も敗れて滅亡してし

まいました。その後、百済復興運動が展開し、交易のあった倭国（日本）に救援を求めました。そして倭国が663年に参
戦しましたが、白村江の戦いで壊滅的な敗北を喫しました。白村江での敗戦を受け、唐・新羅連合軍による日本侵攻を
怖れた天智天皇は防衛網の強化に着手しました。
　百済帰化人の協力の下、対馬や九州北部の大宰府、瀬戸内海沿いの西日本各地（長門、屋嶋城、岡山など）に朝鮮式古
代山城の防衛砦を築き、北部九州沿岸には防人（さきもり）を配備して防衛体制を整備。その一環として、金田城を対
朝鮮半島防衛の最前線として築きました。

　金田城は、城域約2.2㎞を囲んだ朝鮮式山城様式の石塁が見どころです。城の内外を通行するための城戸（城門）が沢
ごとに設けられています。水圧による決壊を防ぐための水門です。朝廷は唐と新羅の連合軍が仕返しに襲撃してくる
だろうとビビりまくっていましたが、結局、唐の国内で内乱が起きたことで、唐からの攻撃はありませんでした。それ
から1000年以上の時が過ぎ、忘れられていた金田城は日露戦争開戦に向けて再び要塞として整備され、巨大な砲台が
据え付けられました。1350年前に防人が築いた古代山城と、100年前に旧日本陸軍が建設した近代要塞が並存する城山
は国の特別史跡に指定され、今もその数奇な歴史を顧みることができる城址です。
　次に②の元寇について。中国大陸を征圧した元の皇帝フビライは、日本を属国にするつもりで、1274年の「文永の役」
と1281年の「弘安の役」の二度にわたって攻撃してきました。当初、フビライは通商と外交を求め使者を送ってきたの
ですが、朝廷や鎌倉幕府は無視し続け、四度目の使者には何の返事も与えず追い返し、五度目の使者５人は鎌倉に招い
て惨殺してしまいました。いくら何でも国を代表して訪れた国使であります。いかに日本が国際常識に欠けていたか？
幕府にとって日本の一番端の対馬も、中国以外の外国との交易も無関心でした。当然フビライが激怒し来襲してくる
ことは十分予測されることでしたが、徹底抗戦の準備をするはずが、異国警固番役の設置と神社仏閣に対して祈祷要
請をしただけでした。対馬の宗氏は世界情勢が理解できていましたが、幕府は世界の中の日本をどこまで分かってい
たのでしょうか？
　ついに元軍３万が襲撃してきた時も、国境防備の最前線である対馬に守備兵わずか80騎、壱岐には100騎という考え
られないお粗末な防備でした。さらに、日本の戦い方は、「やあやあ、我こそは」などと名乗り、１対１で戦う戦法。元
軍は集団で１人の武士に襲い掛かるという戦法でした。１騎で敵に向かって行き、名乗っている間もなく取り囲まれ
て殺されてしまいました。武士・島民の男は皆殺しにされ、女は捕虜として敵船の側部に吊られ、島は全滅してしまい

ました。７年後に「弘安の役」で約14万～ 15万6,989人、軍船
4,400艘の軍勢が攻めてくるまでの間に、日本側は博多湾岸に
約20㎞にも及ぶ石築地（元寇防塁）を築きました。最も頑強
な部分で高さ３m、幅２m以上で、元軍は博多湾岸からの上
陸を断念しました。日本軍と元軍で一進一退の戦いを続けて
いましたが、戦闘が始まってから約２か月後の夜中に到来し
た台風により元軍の軍船の多くが沈没、損壊し兵士が溺死。
わずかに残った元軍は急遽撤退し、日本侵略を中止したので
した。日本では、「我が国は神の国で今回も神風が吹いて神
様が守ってくれた。困った時でも神がついているので安心だ」
と何とそこで一段落してしまいました。井の中の蛙を絵に描
いたようでした。
　③の文禄・慶長の役に移ります。最初に清水山城を紹介し
ます。豊臣秀吉の朝鮮出兵に際し、唐津の名護屋城と朝鮮半
島の釡山を結ぶ輸送・連絡の中継点として、秀吉の命令で対
馬に築かれた城です。対馬の海の玄関口である厳原港を見下
ろす清水山の尾根に沿って、山頂に一の丸、中腹に二の丸、
東の段丘に三の丸を配置し、それらの曲輪が約500mの縦石垣
でつながれています。信長・秀吉時代の形式や、朝鮮出兵時
に日本の武将が築いた倭城に共通する要素がみられます。朝
鮮から撤退後はすぐに廃城となったため、遺構が改変されず
に良好に残っています。
　山ばかりで耕地が狭い対馬では、生きる糧を得るには朝鮮
との交易が欠かせないものでした。対馬の藩主宗家は朝鮮に
貢物をして返礼品や米を得ることもありました。また、対馬
藩は長崎とは別に朝鮮との交易を幕府から認められていまし
た。貿易のための朝鮮への輸出品を長崎から調達し、朝鮮か
らの輸入品を大阪・京都・江戸に送り利益を上げる中継貿易
をしていました。ところが、秀吉が文禄・慶長の役によって
朝鮮に侵攻したことで、国交は悪化してしまいました。
　対馬の初代藩主・宗義智（よしとし）は、戦時下にあっては

日本軍全軍の水先案内役として先鋒を務め、戦争後は講和交渉の先頭に立って孤軍奮闘し、時代の流れに翻弄された
23歳の若き対馬島主でした。慶長３年（1598年）８月、豊臣秀吉が病死し戦いが終わると紆余曲折を経て、宗氏の努力
で再び朝鮮との講和を成功させました。徳川幕府になってからも対馬藩は朝鮮との板挟みとなり、宗氏の苦悩が続き
ました。派遣されてくる朝鮮通信使を迎える施設として、清水山城の麓に位置する金石城を利用しました。金石城は
宗氏の居城でしたが近世城郭に改築し、石垣や堀が廻らされましたが天守は築かれませんでした。現在は木造の二重
櫓門が復元されています。

　 幕府は、朝鮮に対し高圧的に出れば相手はこちらの言うこ
とを聞くだろうという考え方でした。一方、朝鮮は日本を一
段低く見ていたので、日本の無理難題を聞くわけがなく、交
渉があるたびに対馬藩は前面に立ち、朝鮮との板挟みとなっ
てしまうのでした。ある時の朝鮮使節来日の際には双方の思
惑の食い違いに困った挙げ句、国書の偽造を行い朝鮮に提出
し、その後に送られてきた返書にも矛盾がないように偽造せ
ざるを得ませんでした。

　後にその問題が幕府に発覚してしまいました。しかしその時、対馬氏は罪を受けることにはなりませんでした。幕
府の朝鮮に対する認識が充分でなかったこと、それにより宗氏が国書の改ざんという手段をとらざるを得なかったこ
とが理由でした。本音は朝鮮との国交・貿易については対馬氏に任せるほかなかったようです。幕府はいざ事が起き
ると、建前ばかりの強硬論を押し付け、結果が思わしくないときは対馬氏のせいにする。責任感の薄い私からみれば、
「こんなことやってられない」と投げ出してしまったでしょう。（何を寝言を言っているのか？）初めからそんな重要な
任務がこんな私に来るわけがないか （当たり前！）。
　最後に「対馬三聖人」の一人といわれる「雨森芳洲」を交渉に当たらせました。芳洲は「誠心外交」を実践し朝鮮交渉
の全権大使的な立場で朝鮮と対馬、ひいては日本を良好な状態に戻すことができました。いつの世にも、探せば「優れ
者」がちゃ～んといるもんですね。頓首　　　　（参考） ユーチューブに動画をアップしてあります。
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東南角の石垣

圧倒的な迫力の一ノ城戸 二ノ城戸 三ノ城戸
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とちぎのサムライ

　今回は、昔から大陸との文化的・経済的交流の窓口であり、防衛上の重要拠点であった対馬に行ってきました。韓国
のプサンまで約50㎞のところでした。朝一で自宅を出て羽田から福岡経由で対馬に飛び、レンタカーで金田城登城口
に着いたのが16：00でした。それから金田城跡に登ってきました。私は対馬での大きな出来事の中で関心があること
が三つあります。①白村江（はくそんこう）の戦い　②元寇　③文禄・慶長の役です。金田城とも関連するので、①の白
村江の戦いから、ザックリと触れていきたいと思います。

　大雑把に説明します。６世紀～７世
紀の朝鮮半島は高句麗・百済・新羅と三
国に分かれていました。隣の中国では
唐が国内を統一しました。唐は朝鮮に
も進出し、高句麗へ三度も侵攻を重ね
征服してしまいました。さらに唐は新
羅を属国扱いし、百済を倒して朝鮮半
島を取り込もうと計画しました。唐軍
に攻められた百済も敗れて滅亡してし

まいました。その後、百済復興運動が展開し、交易のあった倭国（日本）に救援を求めました。そして倭国が663年に参
戦しましたが、白村江の戦いで壊滅的な敗北を喫しました。白村江での敗戦を受け、唐・新羅連合軍による日本侵攻を
怖れた天智天皇は防衛網の強化に着手しました。
　百済帰化人の協力の下、対馬や九州北部の大宰府、瀬戸内海沿いの西日本各地（長門、屋嶋城、岡山など）に朝鮮式古
代山城の防衛砦を築き、北部九州沿岸には防人（さきもり）を配備して防衛体制を整備。その一環として、金田城を対
朝鮮半島防衛の最前線として築きました。

　金田城は、城域約2.2㎞を囲んだ朝鮮式山城様式の石塁が見どころです。城の内外を通行するための城戸（城門）が沢
ごとに設けられています。水圧による決壊を防ぐための水門です。朝廷は唐と新羅の連合軍が仕返しに襲撃してくる
だろうとビビりまくっていましたが、結局、唐の国内で内乱が起きたことで、唐からの攻撃はありませんでした。それ
から1000年以上の時が過ぎ、忘れられていた金田城は日露戦争開戦に向けて再び要塞として整備され、巨大な砲台が
据え付けられました。1350年前に防人が築いた古代山城と、100年前に旧日本陸軍が建設した近代要塞が並存する城山
は国の特別史跡に指定され、今もその数奇な歴史を顧みることができる城址です。
　次に②の元寇について。中国大陸を征圧した元の皇帝フビライは、日本を属国にするつもりで、1274年の「文永の役」
と1281年の「弘安の役」の二度にわたって攻撃してきました。当初、フビライは通商と外交を求め使者を送ってきたの
ですが、朝廷や鎌倉幕府は無視し続け、四度目の使者には何の返事も与えず追い返し、五度目の使者５人は鎌倉に招い
て惨殺してしまいました。いくら何でも国を代表して訪れた国使であります。いかに日本が国際常識に欠けていたか？
幕府にとって日本の一番端の対馬も、中国以外の外国との交易も無関心でした。当然フビライが激怒し来襲してくる
ことは十分予測されることでしたが、徹底抗戦の準備をするはずが、異国警固番役の設置と神社仏閣に対して祈祷要
請をしただけでした。対馬の宗氏は世界情勢が理解できていましたが、幕府は世界の中の日本をどこまで分かってい
たのでしょうか？
　ついに元軍３万が襲撃してきた時も、国境防備の最前線である対馬に守備兵わずか80騎、壱岐には100騎という考え
られないお粗末な防備でした。さらに、日本の戦い方は、「やあやあ、我こそは」などと名乗り、１対１で戦う戦法。元
軍は集団で１人の武士に襲い掛かるという戦法でした。１騎で敵に向かって行き、名乗っている間もなく取り囲まれ
て殺されてしまいました。武士・島民の男は皆殺しにされ、女は捕虜として敵船の側部に吊られ、島は全滅してしまい

ました。７年後に「弘安の役」で約14万～ 15万6,989人、軍船
4,400艘の軍勢が攻めてくるまでの間に、日本側は博多湾岸に
約20㎞にも及ぶ石築地（元寇防塁）を築きました。最も頑強
な部分で高さ３m、幅２m以上で、元軍は博多湾岸からの上
陸を断念しました。日本軍と元軍で一進一退の戦いを続けて
いましたが、戦闘が始まってから約２か月後の夜中に到来し
た台風により元軍の軍船の多くが沈没、損壊し兵士が溺死。
わずかに残った元軍は急遽撤退し、日本侵略を中止したので
した。日本では、「我が国は神の国で今回も神風が吹いて神
様が守ってくれた。困った時でも神がついているので安心だ」
と何とそこで一段落してしまいました。井の中の蛙を絵に描
いたようでした。
　③の文禄・慶長の役に移ります。最初に清水山城を紹介し
ます。豊臣秀吉の朝鮮出兵に際し、唐津の名護屋城と朝鮮半
島の釡山を結ぶ輸送・連絡の中継点として、秀吉の命令で対
馬に築かれた城です。対馬の海の玄関口である厳原港を見下
ろす清水山の尾根に沿って、山頂に一の丸、中腹に二の丸、
東の段丘に三の丸を配置し、それらの曲輪が約500mの縦石垣
でつながれています。信長・秀吉時代の形式や、朝鮮出兵時
に日本の武将が築いた倭城に共通する要素がみられます。朝
鮮から撤退後はすぐに廃城となったため、遺構が改変されず
に良好に残っています。
　山ばかりで耕地が狭い対馬では、生きる糧を得るには朝鮮
との交易が欠かせないものでした。対馬の藩主宗家は朝鮮に
貢物をして返礼品や米を得ることもありました。また、対馬
藩は長崎とは別に朝鮮との交易を幕府から認められていまし
た。貿易のための朝鮮への輸出品を長崎から調達し、朝鮮か
らの輸入品を大阪・京都・江戸に送り利益を上げる中継貿易
をしていました。ところが、秀吉が文禄・慶長の役によって
朝鮮に侵攻したことで、国交は悪化してしまいました。
　対馬の初代藩主・宗義智（よしとし）は、戦時下にあっては

日本軍全軍の水先案内役として先鋒を務め、戦争後は講和交渉の先頭に立って孤軍奮闘し、時代の流れに翻弄された
23歳の若き対馬島主でした。慶長３年（1598年）８月、豊臣秀吉が病死し戦いが終わると紆余曲折を経て、宗氏の努力
で再び朝鮮との講和を成功させました。徳川幕府になってからも対馬藩は朝鮮との板挟みとなり、宗氏の苦悩が続き
ました。派遣されてくる朝鮮通信使を迎える施設として、清水山城の麓に位置する金石城を利用しました。金石城は
宗氏の居城でしたが近世城郭に改築し、石垣や堀が廻らされましたが天守は築かれませんでした。現在は木造の二重
櫓門が復元されています。

　 幕府は、朝鮮に対し高圧的に出れば相手はこちらの言うこ
とを聞くだろうという考え方でした。一方、朝鮮は日本を一
段低く見ていたので、日本の無理難題を聞くわけがなく、交
渉があるたびに対馬藩は前面に立ち、朝鮮との板挟みとなっ
てしまうのでした。ある時の朝鮮使節来日の際には双方の思
惑の食い違いに困った挙げ句、国書の偽造を行い朝鮮に提出
し、その後に送られてきた返書にも矛盾がないように偽造せ
ざるを得ませんでした。

　後にその問題が幕府に発覚してしまいました。しかしその時、対馬氏は罪を受けることにはなりませんでした。幕
府の朝鮮に対する認識が充分でなかったこと、それにより宗氏が国書の改ざんという手段をとらざるを得なかったこ
とが理由でした。本音は朝鮮との国交・貿易については対馬氏に任せるほかなかったようです。幕府はいざ事が起き
ると、建前ばかりの強硬論を押し付け、結果が思わしくないときは対馬氏のせいにする。責任感の薄い私からみれば、
「こんなことやってられない」と投げ出してしまったでしょう。（何を寝言を言っているのか？）初めからそんな重要な
任務がこんな私に来るわけがないか （当たり前！）。
　最後に「対馬三聖人」の一人といわれる「雨森芳洲」を交渉に当たらせました。芳洲は「誠心外交」を実践し朝鮮交渉
の全権大使的な立場で朝鮮と対馬、ひいては日本を良好な状態に戻すことができました。いつの世にも、探せば「優れ
者」がちゃ～んといるもんですね。頓首　　　　（参考） ユーチューブに動画をアップしてあります。
［空中散歩 金田城］
　 https://youtu.be/fv838L7icNg

［空中散歩 金石城・清水山城］
　https://youtu.be/dygsTYP0VGM

三ノ丸からは厳原市街地・
厳原港が一望できます。

今津元寇防塁跡

一ノ丸の虎口と石垣

復元された二重櫓門 
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Information ［令和４年12月31日現在］

■総会員数 348社

　　　宇都宮　75　　鹿　沼　27　　日　光　35　　芳　賀　33　　下都賀　56　　

　　　塩　谷　33　　那　須　40　　烏　山　15　　安　蘇　17　　足　利　17

令和４年１０月 ５日　角田建設㈱　　〈鹿　沼〉取締役会長　角田満生 様（享年８０歳）

令和４年 7月１６日　大橋建設㈱　　〈下都賀〉取締役会長　大橋辰雄 様（享年７０歳）

令和４年 7月 ２日　㈱渡辺工務店　〈塩　谷〉取締役会長　渡辺武男 様（享年７５歳）

令和４年１０月２９日　増田建設㈱　　〈足　利〉代表取締役　増田善弘 様（享年６８歳）

■お悔やみ

■代表者変更

〈宇都宮〉大安工業㈱

　　　　　猪狩　圭太

〈日　光〉東武建設㈱

　　　　　飯野　秀夫

〈宇都宮〉㈱長嶋組

　　　　　手塚　且久

〈日　光〉㈱阿部工務店

　　　　　阿部　路代

〈芳　賀〉鶴見建設㈱

　　　　　上澤　宏行

〈那　須〉㈲熊田工業

　　　　　平山　光昭

〈烏　山〉金澤建設㈱

　　　　　平野　光雄

〈日　光〉柴田建設㈲

　　　　　柴田雄一郎

〈宇都宮〉米弥工業㈱

　　　　　亀和田辰紀

〈宇都宮〉丸山工業㈱

　　　　　鳥居　　勉

〈宇都宮〉福宮建設㈱

　　　　　福田　　裕

■新規会員　〈日　光〉奥日光林産興業㈲

　　　　　　　　　　　飯見千代治

■退会会員　〈下都賀〉㈱フジシマ建設

　車を走らせると道路には例年どおり多くの工事看板を目にするこの
時期。週休二日制、ＩＣＴ活用等、ひと昔前までは見受けられなかった
看板が増えてきたように感じられる。令和４年度、栃木県建設業協会は
100周年を迎えた。先人たちの残してくれたインフラをより使いやすく、
強いものにしていくことが私たちの使命だと考える。担い手不足が深
刻化している昨今、次の100年の明るい未来へとバトンを繋いでいきた
い。そして、新型コロナの水際対策も緩和され、国内にも活気が戻りつ
つある。今年こそは経済的にも良くなってほしいと願う。

（広報委員会　大関好男）

■編集後記

〒321-0933  栃木県宇都宮市簗瀬町1958-1


